
～子どもの権利条約が定める「４つの原則」～

子どもの最善の利益
（子どもにとって最もよいこと）

子どもの意見の尊重
（子どもが意味のある参加ができること）

生命、生存及び
発達に対する権利
（命を守られ成長できること）

差別の禁止
（差別のないこと）

さだ げんそく

はじめに ～子どもの権利条約～
じょうやく

きん

せいぞん

はったつ たい

し

もっと

いのち せい ちょう

い けん そんちょう

い み さん か
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　あなたは「人
じん

権
けん

」という言
こと

葉
ば

を聞
き

いて何
なに

を思
おも

い浮
う

かべますか？ 「人権」とは、一
ひ と り

人ひとりの

人
にん

間
げん

が生
う

まれながらに持
も

つ、人間らしく生
い

きるための権
けん

利
り

のことです。

　「人権」はこの世
よ

に生まれたすべての人
ひと

に保
ほ

障
しょう

されているものであり、当
とう

然
ぜん

、大
お と な

人だけでな

く子
こ

どもも持っているものです。しかし、子どもはその未
み

熟
じゅく

さが原
げん

因
いん

となり、ともすればその人

権が侵
しん

害
がい

されてしまう危
き

険
けん

と隣
とな

り合
あ

わせにいます。さらに、子どもは必
かなら

ずしも大人のように権利

を主
しゅ

張
ちょう

したり、自
みずか

らを守
まも

るために行
こう

動
どう

したりすることが難
むずか

しい場
ば

合
あい

があります。

　そのような理
り

由
ゆう

から、子どもを見
み

守
まも

り、その人権が損
そこ

なわれない社
しゃ

会
かい

をつくることは、大人を

含
ふく

めたすべての人の大
たい

切
せつ

な責
せき

務
む

であるといえます。

　しかし、残
ざん

念
ねん

なことに、貧
ひん

困
こん

、虐
ぎゃく

待
たい

やいじめ、インターネットを用
もち

いた悪
あく

質
しつ

な誹
ひ

謗
ぼう

中
ちゅう

傷
しょう

など、

子どもの人権が守られないケースが近
きん

年
ねん

ますます増
ふ

えています。

　この冊
さっ

子
し

では、子どもたちを取
と

り巻
ま

く現
げん

状
じょう

と子どもの人権を守るための国
くに

の施
し

策
さく

に加
くわ

え、市
し

が

独
どく

自
じ

に行
おこな

っている取
とり

組
く

みについて説
せつ

明
めい

しています。

　子どもの人権が十
じゅう

分
ぶん

に守られ、すべての子どもがいきいきと健
すこ

やかに生きていくことができる

社会をつくっていくために、私
わたし

たちに何
なに

ができるか考
かんが

えてみましょう。

市
し

内
ない

小
しょう

学
がっ

校
こう

児
じ

童
どう

（１年
ねん

生
せい

）の作
さく

品
ひん

 【2023年
ねん

度
ど

人
じん

権
けん

作
さく

文
ぶん

・詩
し

・標
ひょう

語
ご

・ポスター集
しゅう

より】


